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本稿では NTT データにおける開発データの収集および分析の事例を紹介する．

Data Collection and Analysis
for IT System Development Project in NTT DATA

Kyohei Fushida†1

In this paper, we introduce activities related to collection and analysis of IT system devel-
opment project data in NTT DATA.

1. は じ め に

本稿では NTTデータにおける開発データの分析に
ついて述べる．NTTデータでは，図 1に示すように，
各開発組織・プロジェクトの実績データが社内リポジ
トリに蓄積されている．これら蓄積されたデータを研
究開発部門のメンバが分析し，その分析結果を社内・
グループ会社向けに公開している．これら提供してい
る分析結果は，開発組織や PMO（プロジェクトマネ
ジメントオフィス）がプロジェクト計画を立案，監視
する際に利用されている．以降では，開発データ収集，
分析とその利用事例について述べる．

2. 開発データの収集

図 2は NTTデータにおいて開発データが収集され
るタイミングを示したものである．NTTデータでは
プロジェクト開始前に計画が妥当なものとなっている
か審査を行っている．審査にあたり，プロジェクトは
規模や工数などの見積もり結果，および開発体制やス
ケジュールなどの資料を提出しなくてはならない．組
織長などの意思決定者や PMOはこれらの資料をもと
に計画内容の妥当性をチェックし，最終的な意思決定
（プロジェクトの開始判断）を行う．各工程の完了時
には，次工程開始もしくは顧客へのシステム提供の判
断を行うために，主に品質に関する実績値を報告し，
その情報をもとに最終的な意思決定を行う．また，プ
ロジェクトの完了時には，規模や工数，品質に関する

†1 株式会社 NTT データ
NTT DATA Corporation

実績値を報告することも社内ルールとして定められて
いる．
報告されるデータを表 1に示す．品質および生産性
の計画および実績データを収集している．また，各開
発プロジェクトのプロフィールとして，ビジネス特性
や利用した標準手順，開発ツールの情報も収集してい
る．これらの情報は社内のデータ収集システムを用い
て一元管理されている．

3. 開発データの分析と開発・管理への応用

前節で示したデータは，顧客情報等，営業秘密に関
わる情報が多数含まれるため厳重に管理されている．
そのため，収集したデータを直接参照できる要員は限
定されている．また，大規模な開発データを分析し，
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図 1 NTT データにおける開発データの収集・分析の概要

図 2 プロジェクトライフサイクルとデータ収集のタイミング

ウィンターワークショップ 2016・イン・逗子
IPSJ/SIGSE Winter Workshop 2016 in Zushi (WWS2016)

c⃝ 2016 Information Processing Society of Japan 59



表 1 収集しているデータ項目

区分 項目名 内容
PJ 情報 年度 プロジェクト完了年度

開発区分 新規開発，機能追加等の種別
アーキテクチャ システムの構成
開発言語 コーディングで利用した言語
ツール 利用した開発・管理ツール

規模 開発規模 LoC or FP

コスト 工数 各工程別，直営/委託別の工数
所用コスト 開発に投入された金額（原価）
生産性 工数あたりの開発規模

品質 バグ検出密度 開発規模あたりの検出バグ数
テスト密度 開発規模あたりのテストケース数

開発プロジェクトの契約や管理に利用できる形で提供
するためには，統計的な知識などスキル・ノウハウが
必要となってくる．
そこで NTTデータでは，研究開発部門がこれら全
社の開発データを全て参照できる権限を持った上で，
全社およびグループ会社に向けてその分析結果を公開
している．以降では，各開発プロジェクトおよびPMO

などのスタッフ組織が，これらの分析結果をどのよう
に利用しているか紹介する．
プロジェクト計画の妥当性検証
計画時の過少見積もりは，後工程においてプロジェ
クトに重大な問題を引き起こすことが多い．そこで
NTTデータにおける開発データ分析は，主に見積も
りを中心とするプロジェクト計画の妥当性検証のため
に行われている．
プロジェクト計画の妥当性を検証する材料として，
品質や生産性の実績データを統計的に集計した結果を
提供している．これらの情報は，プロジェクトのベン
チマーキングを目的として提供されている．過度な生
産性目標値や品質水準を設定している場合，結果とし
てプロジェクトが問題化することが多い．そこで，全
社における品質や生産性の目安としてこれらのデータ
を提供している．

図 3 統合工数見積もりツール ESTIMANCER

さらに工数見積もりツールESTIMANCERを社内・
グループ向けに提供している（図 3）2)．このツールは
規模やシステムに対する品質の要求レベル，事前に想
定するリスクの情報から，システム構築に関わる工数
を予測するツールである．開発組織が独自に見積もっ
た工数見積もり結果と，ツールが予測した工数とを比
較検証することで，見積もりの妥当性を検証すること
を目的としている．
開発組織の実態把握
適切なプロジェクトマネジメントおよびプログラム
マネジメントに向けては，個々のプロジェクトだけで
無く，開発組織の能力を把握することが重要である．
そこで，全社の開発データの傾向を示したレポートを
提供している．
公開しているものとしては，IPA/SECが刊行して
いる開発データ白書1) のような，開発データの統計量
や分布を示したレポート形式のものがある．また，こ
れら収集したデータを，ユーザ自身が絞り込んだ上で
表示するためのWeb ツールも提供している3)．この
ドキュメントやツールは，PMOが参照し，年度の傾
向を概観するために用いられる．またこれらの情報は，
各開発組織において品質や生産性の改善目標設定にも
用いられる．

4. お わ り に

本稿では NTTデータにおける開発データの収集お
よび分析例について紹介した．主に品質，生産性に関
するデータをプロジェクトの計画時点に利用している．
今後はプロジェクト計画書や設計書，ソースコードと
いった成果物を分析することで，収集される開発デー
タの充実化を図ることを検討している．あわせて，こ
れらのデータをプロジェクトの実行管理や組織運営に
も利用することを計画している．
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